
用その他移民以外の適法の目的のため，自己の通常店住する締

約国抱~域以外のいずれかの締約凶~íU誠にはいり，その訪問した

訂i域における滞在中，いっさいの収入を得る峨;主に従 持するこ

と なく 3 箇 n をこえない!日|間滞在するおをし、う 。

、i 間l 光旅行のための通関上の (IJ.! '白供与Jこ1)\1する条約の定義

し旅行者 (tourist ) l とは，人組，性 n 読または宗教の L 、かんを

r:nわず，観光， レ クリエー シ ョンケ ス ポ ー ツ 保他，家事， 研

究. 宗教的巡礼. 利 ill その他移民以外の適法の H rrJ のため， !'I 

己の過市凶iLi:する締約凶日((域以外のしずれかの締約[!il f，((減には

し り .かつ，その削減にいずれかの継続す る 1 2 箇 11 の IUJI首'1'1'

~4 i咋聞を こ え 6 筒 fl をこ えないI9J間滞なする売をレ ラ 。

(池 1 f1 #1:) 

て.んり よ くけんさちよう 電力検査畏 11{{ ;f1l 38 年 の 般

市Ij改 1 1: で 制定された織で，正 )) 1メ . 1~ 7置い・袋、 1[1豆 に配I~され

る ~ "f[)J 杉~fdj~ をft"ý'!+. して，担当|ペ域内の ';~ I! ~脅・ 電力設備の機

能の よ しあ し を検作する l微で， これら技術の l ~ rh~:i 替を行なう

こ と もあ と 。 l除制改k Tìíj は，屯機!Jf. fIj電機械掛4Fの職カあっ

て 白 こ れ りの来 f骨に従 Eドしていたが， 'ìli/;<t 以|係保守業務の近代

化に i'Iベ 、 ， 検 1守と作業を分離して責任体制を明般に寸る莱務体

:!ïl とな ~.たため，これに対比、して生まれたl械であ る 。 ーム電気

ト克也長。(係/1政雄)

てん りよくじゅきゅ う けいやく 電力需給契約 電力

'Ji f. [í 児約とは， 'Jtt '̂ tの'./，;・!日者が電力会社か ら'，'I! ~(を購入する場

介に 。 屯); e;, 11 か泊附 :'i': ~ '(ìのよ~ Jl Jを得て定めた電気供給~配

eこ より ，供給缶で 払る電力会干! と の附に結ぶ契約をい う 。

この供給焼事h.t..屯})会引がíJ， ~ï供給の .\L場を利JH して不公

平な料金をしいる こ とのなし、ょ う ， J曲内産業主iの定める電気料

金nÆ}i~ 1怯により計算され通商政業大胞の 1 t.~， llfを得たものであ

る 。 したが っ て '品川 ι は!京IlIJ として供給規線以外の料金その他

の供給条件に よ っ て電気の供給を受ける 4 と はできない。

し かし特殊な場合で供給規程によらなし、で側々に通商産業e大

阪の認可を受けて，需給 IJ，j者協定した供給条件で電気を使用す

る こ ζ ができ る通市特約と呼んでいるものがある。 また個々の

需給契約で特に明記しない場合には， 市給ドI.j -Ifoはそれぞれ供給

規艇に規定された :í!tfTを負うものである。このことから電気の

潟給契約は供給規符に付従するもので.いわゆる千| 従契約のー

Níである。

供給規451の 4 ち特に契約にl刻するものの. /ff~を ~c 較する と ，

次の と おりである。

Ji f.FJ 家が電気を(!ëJl)しようと すると きは， まず L印刷 1'[1込み7

を 屯 力会社泊:返める申込書に， 次の 1P頁を記入 して電力会計に

対 し て ii な 「 ものであるc

，W!ì場所 ・契約局別・供給縄別・供給電気方式 ・ 契約錐続投

てんりよくふ

国鉄において需給契約をだれが行なうかについては， L電気

管理規程1 に， その事務処理区分は L電気契約事務処理基準規

程1 にそれぞれ定められている。 すなわち， 電気運転用電力の

契約については，伊ー当支社長等が電気局長の承認を得て行なう

もの とし，これ以外の契約については，姐当支社長等が専決の

うえ行たうこととしている。(土屋 l昭)

てんりよくじゅようそうてい電力需用想定 電力需用

怨定は電気の過去の実績に益づいて将来の需用の伸びを怨定す

るものである。この需用想定に基づいて電源の開発その他供給

4宝仙の t首s嵐長 l ' f~ l iが立てられ，一般には長期と短期とに分けられ

てし、る 。

l 一般の訴nJ :t!.!定

わが国の長JUJの電力持用想定は，経済企画庁・通商産業省公

益事業肪・ 91電力会社が中心になっ ている L 日 本電力調査委員

会1 で行な っ てし、るが， 凶鉄もこれに参加している。この委員

会は， 毎年 2 回報告書を発表して 5 年先における日本の潟用の

立!定を行な っ ている。

また， 短 WJの需用，tt!!Ë fì通商産業省が電気事業怯第 29 条に!，\;

ついて . 1tt))会社から報告させているものを調整のうえ 白.てた

;; l jIlij で ， 1f.i iキ通尚J[{f_ j長省がし電力需給計画の概要1 に発表して

いる。

2 国鉄における;反則怨定

凶鉄における諒月Hl!定の法本は，凶鉄の長WI 8 1 凶lであ っ て ，

その中に表われる電化，愉i五増による所要電力のI曽加を電 工JI.京

単位，輸送の{ltlび;f_(， '電化方式， 時期等を考慮して策定する。

短WIの需用怨定，;1:.発泡所の運転計画， 翌年度の予算要求および

*受電認可等油商虚業省への手続，契約更改等電力会社の折衝

の基礎となる。 民 JUIの 1M舟j想定は経営の長則計画 ・ 電化計凶あ

るいは設耐íiの I曽強引 iilliなど，すべての計画の益礎となるもので

J;づる 。 (土屋陥)

てんりよくふへいこう 電力不平衡 (英) power unb-

alanc沼発電所では 3 相平衡電圧を発生し ， 図ーl のように各相

負荷が等しいときは，負荷Iに消費される各相電力は等しい。 こ の

状態の負荷電力を 3 相平衡旬力 ζ いい最も理想的な場合である の

凶ー l 平衡 負 荷例

備・供給?在II ・ 契約最大1!î.J)・業種 . 111途 ・ {史 JH 朋問，その他 ところが負何のiutによっては，各相負荷の大きさ (位.tJ_1 を

• .!l 安 な 事須@ 合めて ) が相違する場合 もある。 この状態では，送電線路の缶

ニ の使用申込みを屯力企 ìL/J;承諾した と きに， '，Ai給契約はIP. 線に流れる電流の大きさ(位相を含めて)が違うので，各相線路

な したこととなる ( この場合 L事負但金契約を行なう よこともあ インピーダンス降下に寸、 Jド衡が生じ ， このため負荷点各相電圧

る) ，しか し需HJl場所の需給地点について得 1M ï針が必要とする場 が違っ てくる。 すなわち負荷が不平衡である と，負荷点各柑電

合は，契約 f1! ~IJ ごとに ，)!施細lJについての正式な需給契約書を !じに不平衡が生ずることになる。この状態を電力不干衡状態と

作成する こと υ され 般家庭的以外は，これを作成している しヴ。

のがJ通例のよ う である 。 将給契約書の係式は申込替の様式を).1; 電力不平衡を表現するには ___d般に対称路標法を用いて， 電

準と し，申込~の !記入 ι許項のほかに 圧または電流の jE柑分と逆相分の比の百分率をも っ て表わして

;~î給地lf ・ J 十位tt!l ，'\ ・ 責任分界点 ・ 財政分界点 ・需給開始lJ . いる。各対称分は次のように定義されるので，たとえば凶-2 に

契約有効期間，その他焼程 i 必要事項。 おいて R相を&準とすると，第 4 式で示される。

を記入する。 なお，この場合の契約j側聞はl京JlIJ として l 年以上 零相分とは各杵i電圧，または電流のベクトル和の%

であ る 。 すなわち，


